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研究 には、共同研究会の場を通 じ多 くの外国人研究員が加わり、活力ある研究活動を展開 して
おります。








のとお り、お国の北京大学の御援助を得まして、北京大学 との共催のかたちで 「日本研究日中
共同セ ミナー」を本日4日 か ら7日 まで開催いたします。国際日本文化研究センターといた し
ましては、第二回目を トルコと、第三回目を欧米のいずれかの国で行 うことを構想しています。
さて、 この第一回目の 「日本研究日中共同セミナー」の主テーマであります近代化 とは、19
世紀半ば(ア ヘン戦争)か ら日清 ・日露戦争をへて、辛亥革命(1911年)あ たりまでです。西
欧列強の強大な圧力のもとに東アジア諸国(中 国 ・日本 ・朝鮮)に 急激な政治的社会的文化的
変化が生 じましたが、その過程をいいます。その衝撃と影響のもとに各国、各分野の指導者た







ただいまから開催いたしますこのセ ミナーが、国際 日本文化研究センターにとって も、北京
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大学 に とりま して も、稔 り多 い ものにな らん ことを祈念 してや みません。
1995年12月4日
国際 日本文化研究 セ ンター所長 河合隼雄
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